
退職金規程（水準とカーブ） 

資金準備（ファンド） 

税
制
適
格
年
金
廃
止
に
伴
う 

企
業
の
実
務
的
対
応 

そ
の
① 

  

こ
こ
最
近
、
税
制
適
格
年
金
廃
止
に
伴
う
対
応
の
相
談
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
理
由
は
厚
生
労
働
省
が
、
平
成
２
４
年
３
月
末
で

廃
止
さ
れ
る
税
制
適
格
年
金
か
ら
他
の
企
業
年
金
制
度
へ
の
移
行

が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
実
態
を
調
査
し
た
う
え
で
移
行
の
必
要

性
を
周
知
し
、
円
滑
な
移
行
策
を
検
討
す
る
方
針
を
示
し
た
こ
と

が
一
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
年
３
月
末
時
点
で
３
万
２
８
２
６
社
（
約
４
４
３
万
人
）
が

適
年
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
制
度
廃
止
ま
で
残
る
と
こ
ろ
３
年
半

を
切
り
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
行
け
ば
、
最
終
年
度
で
は
金
融

機
関
の
事
務
処
理
能
力
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
厚
生

労
働
省
は
廃
止
時
期
を
延
長
す
る
予
定
は
無
い
と
し
て
い
ま
す
が
、

以
前
に
も
中
退
共
へ
の
移
行
限
度
額
の
撤
廃
と
い
う
移
行
処
理
の

根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
転
換
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
前
例
が

あ
り
ま
す
の
で
、
何
ら
か
の
措
置
を
取
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
税
制
適
格
年
金
の
廃
止
に
は
、
退
職
金
制
度

全
般
の
見
直
し
も
必
要
に
な
り
一
定
の
時
間
を
要
し
、
ま
た
責
任

準
備
金
の
積
立
率
が
６
０
％
を
切
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
不
利
益

変
更
も
視
野
に
入
れ
た
制
度
設
計
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

以
前
こ
の
紙
面
で
、
退
職
金
問
題
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
８
回
ほ
ど

連
載
し
、
そ
こ
で
は
、
制
度
の
内
容
、
法
律
改
正
の
背
景
、
退
職

金
制
度
の
現
状
の
問
題
点
、
今
後
の
選
択
肢
等
に
つ
い
て
概
説
し

て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
廃
止
に
伴
う
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
数
回

に
わ
た
り
連
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

●
税
制
適
格
年
金
廃
止
に
伴
う
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ 

 

制
度
廃
止
に
伴
い
、
以
下
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
以
降
連
載
し
て
い
く

予
定
で
す
が
、
今
回
は
全
体
像
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
１
）
現
状
分
析 

（
２
）
方
向
性
の
検
討 

（
３
）
制
度
の
設
計 

（
４
）
移
行
処
理
の
検
討 

（
５
）
労
働
者
と
の
合
意 

 

こ
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
同
時
に
２
つ
の
側
面
か
ら
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
記
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。 

 

（
１
）
退
職
金
規
程 

（
２
）
資
金
準
備 

 

①
現
状
分
析 

②
方
向
性
の
検
討 

③
制
度
の
設
計 

④
移
行
処
理
の
検
討 

⑤
労
働
者
と
の
合
意 

【 税制適格年金廃止のスキーム 】
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